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会員増強月間によせて

　ロータリークラブは、
元々は、お互いに信頼
のできる公正な取引を

し、仕事上の付き合いがそのまま親友関係にま
で発展するような仲間を増やしたいという趣旨
で、1905 年にアメリカのシカゴで誕生しまし
たが、現在では世界 200 以上の国と地域に広
がり、クラブ数 34,297 クラブ、全世界ロータ
リアン総数 1,211,868 人（2013 年２月末現在）
に達しています。
　しかしながら、ロータリアン会員数は、
2002 年６月の 1,243,431 人がピークで、その
後、毎年減少の傾向にあります。国際ロータリー
の資料によりますと、インド、ブラジル、韓国
が会員数を増やしている一方で、アメリカ、日
本、イギリス、オーストラリア等の先進国にお
ける会員数が減少して回復の兆しが見えません。
ロータリーには、毎年およそ 12 万人が入会し
ますが、ほぼ同じ数の会員が退会していくため、
会員数はここ 15 年にわたりほぼ横ばいになっ
ています。
　国際ロータリーでは、2015 年までにロータ
リーの会員数を 130 万人に（日本では、2013
年２月末現在 88,931 人を 10 万人に）まで増
やすことを目標として掲げています。
　私たちは、ロータリーを次の世代につないで
ゆくために、新会員をクラブに迎え入れる努力
をしていかねばなりません。クラブが効果的に
機能するためにも、会員増強が急務です。そし
て、地元や海外の地域社会を援助し、ロータ
リー財団を支援し、クラブレベルを超えてロー
タリーに奉仕できるリーダーを育成する必要が
あります。
　2013 － 14 年度ロン D．バートン RI 会長
は、会員増強について次のように言っています。

「会員増強は他人事ではなく、私の責務であり、
皆さん自身の責務であり、ロータリアン全員の
責務です。勧誘が成功し、会員になっていただ
いても、皆さんの仕事がそれで終わるのではあ
りません、むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を

担い、ロータリーで満足感を得られるようにし
なければなりません。」
　現状のクラブ会員数に満足し、新しい会員を
増やす努力をしないと、会員の高齢化や病気、
死亡などで年間 10 パーセントの会員数減少に
なると言われています。又、私たちは、会員増
強とともに、退会防止策についても考える必要
があります。退会の原因は、経営環境の悪化や
退職、金がかかりすぎるという経済的な問題も
ありますが、クラブ内の問題（親睦の欠如、会
員間のトラブル、クラブ例会の魅力の低下、奉
仕プロジェクトに魅力を感じない、ロータリー
情報の欠如等）も考えられます。
　まずは年会費の見直しをして、若い会員が入
りやすくすることも必要かと思います。アメリ
カの年会費は、一般的に５～６万円（食事代は
出席ごとに 1,800 円くらいの負担）だと聞い
ております。食事なしの例会や、クラブの例会
時間の見直し、規則や伝統なども柔軟に見直し
をする必要があるかもしれません。ロータリー
が生き残るためには、時代の変化とともに、私
たち自身も変わる努力をしなければなりません。
　又、日本のロータリアンは寄付はするが、汗
を流し行動する奉仕活動には積極的ではないと
言われています。私たちのロータリーライフを
楽しく有意義にするためにも、クラブ員全員が
参加する奉仕活動を、もっと積極的に進める必
要があると思います、これらのことを行うこと
によって、効果的なクラブ運営が出来、新しく
会員が入ってくるような魅力的なクラブが出来
上がるのではないでしょうか。
　女性会員の勧誘も必要です。世界のロータリ
アンに占める女性会員の割合は約 15 パーセン
トですが、わが国では未だ５パーセント台でし
かありません。女性会員勧誘は今後の大きな課
題です。

「奉仕の心を行動に」
奉仕活動に力を入れ、地域の皆様に喜ばれ、認
められるロータリークラブになってこそ、会員
増強が可能になるのではないでしょうか。

2013―14 年度ガバナー　　渡邊　和良
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会員増強維持部門委員長　　宮下　守夫　（大宮シティRC）

会員増強維持部門委員長　　宮下　守夫　（大宮シティRC）

　　　　　　　　　　　　ＲＩテーマ　ロータリーを実践し  みんなに豊かな人生を
　　　　　　　　　　　　地区活動方針　奉仕の心を行動に移そう

　６月 15 日（土）午後１時 30 分より、さいたま
市 清水園大宮にて、渡邊ガバナー年度の先頭を切っ
てセミナーが実施されました。
　新旧ガバナー・地区研修リーダーを始め、地区役
員 ・ 各クラブ会長 ・ 幹事 ・ 増強委員長他、会場が狭
いにも拘わらず 210 名を上回る方の参加を頂きま
した。
　当日は、桑原 繁 第一ゾーンコーディネーター（塩
釜ＲＣ）による基調講演では、パワーポイントを使
用、熱烈な講演を頂きました。
　テーマは   Ａｓｋ！ Ａｓｋ！ Ａｓｋ！ （誘ってみよう）
①ロータリーの理事会について　②ロータリー
４人のメンバーと退会者　③ロータリーの歴史　
④ 2770 地区  ⑤ゾーン別退会者の内容　⑥女性会
員について  ⑦若い会員の必要性　⑧世代間の考え

方・・・・・。最後に会員増強と退会防止の方法等
詳しくご講演頂きました。
　近々各クラブ宛、ＰＰＴ・録音のＣＤが配付され
ます。是非増強・退会防止にお役立て頂きたくお願
い申し上げます。
　引き続き 経験者は語るコーナーでは、中村雅之 
大宮西ＲＣ会長（ロータリー歴 28 年 71 歳）、
梶間順子 浦和中ＲＣ会長
お二人の貴重なスピーチを頂
きました。緊張の中にも、ク
ラブ会長のお話も、楽しく拝
聴させて頂きました。
　増強・退会防止は常に私た
ちの問題であります。セミ
ナーを経験し、改めて大切さを感じました。

会員増強維持月間に因んで

会員増強維持部門セミナー

　８月は、会員増強維持月間です。すでに、会員増
強維持部門では、地区協議会、ＰＥＴＳ、会員増強
維持部門セミナーを実施し、ガバナー補佐・会長・
幹事・増強委員長の方々には、地区の方針他のメッ
セージを差し上げました。
　ＲＩ ロン Ｄ．バートン会長は、「今日ロータリー
で目にするものは、昔とは違います。しかし、ロー
タリーの土台は変わってはいません。私たちの土台、
中核的価値感は変化していません。私たちは、推薦
され、その推薦を受諾することを選択して、ロータ
リークラブに入会しました。」と語り、渡邊ガバナー
は、「ロータリーは温かい友情・寛容の精神を大切
にするクラブであり、ロータリーの基本は奉仕。各
クラブに奉仕活動プロジェクトを増やし、ブランド
イメージを高めましょう。」と説かれています。
　地区会員増強維持部門の方針

①若い会員・女性会員の増強に力を入れる。
②ガバナー補佐と会員増強維持部門の連携を図る。
③入会３年未満の集いを年２回実施。ロータ

リーのすばらしさを紹介する。退会防止策を
図る。

④職業奉仕部門と連携して未充填の分野の新会
員勧誘方策を図る。

　昨年は、７月１日より６月末日までの入会者は
282 名でした。第３グループ 46 名、第 11 グルー
プ 45 名、第１グループ 37 名が特筆されます。
　第 11 グルーブは埼玉ゆずの新クラブの設立が寄
与しております。
　新会員入会速報は、今年度も継続して参ります。
　ガバナー事務所のホームページの会員数及び出席
率報告をご参照頂き各クラブの奮闘を御覧下さい。  
　ＳＡＫＵＪＩ作戦は、次年度まで継続致します。
準備の程お願い致します。
　クラブにお願いしたいこと。３ステップです。

①紹介状を会員に配付し記入依頼して下さい。
（用紙Ａ）

②クラブに紹介があった場合、（クラブは地区
に参加登録用紙Ｂ提出が必要です。）理事会
で審議。クラブが定める入会手続きをして下
さい。

③入会決定後は地区に遅滞なく連絡を下さい。
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国際ロータリーの活動

　ＲＩ会長の仕事といえ
ば、アメリカのエバンス
トン本部で執務している

以外の日は、各国を訪問している、と言っても
よいでしょう。国際ロータリーを代表する者と
して、ローマ法王との面会をはじめ各国の現ま
たは元政府高官と会談し、国際大会を主催し、
世界中のどこかで開催されている 100 周年ク
ラブの祝賀や、特に重要な行事に出席していま
す。こうして、ロータリアンの生の活動状況を
目の当たりにし、ロータリーのプログラムを遂
行するよう、会員を奨励しています。
　ロータリーはすでに 108 年以上の歴史と
伝 統 を 持 ち 世 界 で 200 以 上 の 国 と 地 域 に
３万４千以上のクラブが存在し、120 万人を
超える事業と専門職務のリーダー達が集まった
国際的なボランティア組織であり、全てに対し
て高い倫理基準の適用が特に重視されています。
ロータリーが 1985 年から開始したポリオ撲滅
運動を通じてメリンダゲーツ財団との深い信頼
関係も強化されました。さらに人道的、教育的
プログラムを通じて世界理解と親善そして平和
を推進しています。
　ロータリー・クラブは人道的な奉仕を行い、
あらゆる職業において高度の道徳的水準を守る
ことを奨励し、かつ世界における親善と平和の
確立に寄与することを目指した実業人、および
専門職業人が世界的に結び合った団体です。
　120 万人以上の会員は、地元や海外など世
界の国や地域で、地元地域社会の改善を目指し
て自らの専門知識、情熱、エネルギーをボラン
ティアで捧げる、事業や専門職のリーダーです。

そして各地域社会のニーズに対応した奉仕活動
を展開しています。特に飢餓、貧困、疾病、非
識字と云った重要な問題に取り組むボランティ
ア活動を行っています。
　2012 － 2013 年度の RI テーマは「奉仕を
通じて平和を」にしました。平和フォーラムを
ベルリン、ホノルル、そして広島で開催し全て
が成功裡に終了しました。ロータリーの最優
先項目は全世界でポリオを撲滅することです。
ロータリーがポリオ・プラス・プログラムを発
足させ 1985 年以来、ロータリアンの強い意志
と努力によってポリオの感染数は 99% 減少し、
ポリオが撲滅される日はそう遠くありません。
ポリオ撲滅が達成されれば、天然痘に続いて人
類史上２番目に撲滅された疾病となります。さ
らにロータリーが取り組んでいる主な活動は以
下の通りです。
　母子の健康、水と衛生設備、疾病予防と治療、
平和と紛争解決、基本的教育と識字率の向上、
そして経済と地域社会の発展です。
　ロータリーは、教育や青少年のための活動を
通じて平和と国際理解を築きます。ロータリー
平和センター・プログラムは、世界に６つある
平和センターで、平和研究の分野における修士
号または終了証を取得する機会を毎年 100 以
上提供しています。現在 600 人以上の元平和
フェローが、世界各地の政府や組織で、重要な
決定や役割を担っています。ロータリーの青少
年プログラムでは、国際親善を促進するため、
海外留学の機会を毎年 115 カ国で 8,500 人の
高校生に提供しています。

直前ＲＩ会長　　田中　作次　（八潮RC）
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RI 直前会長田中作次氏のご活躍に感謝
　「Peace Through Service 奉仕を通じて平
和を」と RI テーマを掲げられ、国際ロータリー
会長として素晴らしいリーダーシップを発揮さ
れました田中作次氏のご活躍に先ず以て敬意を
表する次第であります。
　私たち第 2770 地区のロータリアンにとって
誇るべきことであります。そして歴史にその名
を刻んで頂きました喜びを共有させて頂きたい
と思います。
　ベルリン、ホノルル、広島で世界平和フォー
ラムが開催されました。広島では、「平和はあ
なたから始まる」の平和宣言が採択されました。
この宣言は、日常生活における人々との調和や、
国籍、政治、宗教、文化の隔たりを超えた友情
を生み出すために、一人ひとりに行動を呼びか
けるものであります。
　リスボンで開催されました国際大会では、当
地区そして日本からも多くのロータリアンが参
加しました。特に当地区の登録者が開催地リス
ボンの地区に続いて２番目であったという事は、
ロータリーに対する熱意の表れであり田中作次
会長の存在なくして語れないことであります。
国際大会における内容の充実した素晴らしさは
申すまでもなく、特に大会最終日には感動的な
スピーチで参加者を魅了されたことであります。
会長エレクトそして会長と２年間にわたり世界
の国々を訪問されましたご活躍に重ねて敬意を
表したいと思います。

国際ロータリーの理事として
　理事としての活動は実質的に今年一月から始
まりました。１月には、RI 理事エレクト研修、
国際協議会、RI 理事会へのオブザーバー出席。
４月には、３年に一度開催される規定審議会に
参加するなど世界におけるロータリーの一端を
垣間見ることが出来たことは大変な収穫であり
ました。
　6 月のリスボン国際大会の前一週間、理事会
へのオブザーバー出席、そして大会後ロータ

リー財団管理委員会との合同会議、その後前倒
しの今年度理事会が開催されました。世界か
ら選ばれた 17 人の理事（９人と８人が毎年交
互に選ばれ二年の任期を務めます）と RI 会長、
会長エレクト、事務総長で理事会を構成します。
　理事会には、多くの議案が用意されておりま
す。手続要覧を脇に置き活発な発言が交わされ
ました、会議はロバート議事法で行われており
ます。
　RI 理事としての職責を全うすると共に、日
本から選出されていると言う側面を忘れてはな
らないと思っております。選出されました第１
ゾーンを含む日本の地域（第１～３ゾーン）に
対する責任も負っておるからであります。
　国際ロータリーの日本事務局が港区の三田国
際ビルに移転致しました。そして奉仕室が「ク
ラブ・地区支援室」となりました。ガバナー会
事務局、ロータリーの友、ロータリー文庫、米
山記念奨学会があります港区芝公園の黒龍堂ビ
ルの近くとなり、ロータリーに関係する情報発
信やサービス機能が集結されました。
　それぞれ素晴らしい情報機能を持っており、
連携して相乗効果を発揮することが期待出来ま
す。私はこの機能を最大限活用して、日本の各
地区やクラブへの情報発信サービス力を高めて
クラブの活性化に貢献したいと考えております。

「ロータリーは利他の文化の先駆者―利他の心
は、自らが幸せに至る道」

国際ロータリー理事に就任して
RI 理事（2013-15 年度）　　北　清治　（浦和東RC）
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ロータリーの研修に参加しよう

　地区研修リーダーは地
区研修委員会の委員長で
す。委員会はガバナーを

補佐して、クラブや地区指導者の研修に当たる
責任があります。委員会の対象とする研修は、
RI の公式プログラムとしては、地区チーム研
修、PETS、地区協議会、各部門セミナー、指
導者育成セミナーなどです。
　当地区の場合これらの研修は毎年実施され、
大きな成果を得ていますので、ここでは少々
視点を変えて、RI の非公式プログラムである
RLI（Rotary Leadership Institute ロ ー タ
リー・リーダーシップ研究会）と今年度の RI
会長であるロン D．バートン氏の唱える今年
度の RI テーマの意味を考えてみましょう。
　第一に RLI です。RLI の研修方法は教室形
式での講義方法ではなく、10 ～ 15 人程度の
少人数での意見交換形式の研修です。席を「コ」
の字に設定して、全員発言、全員参加の意見交
換会です。勿論、ディスカッション・リーダー
からロータリーに関する知識を学ぶこともでき
ますが、この研修の最大の長所は、参加者が自
分の意見を述べる機会があることです。自分の
考えをまとめ、みんなの前で発表し、それに対
する他の人の考えを聞いて議論を交わすことが
できることです。
　クラブの指導者になる人にとっては有意義な
研修です。対象者は、基本的には会長エレクト
全員ですが、その他、ロータリー情報を吸収し
たいと考えるロータリアンの参加も大歓迎です。
会長エレクトの皆様を始め、関心ある方は是非
RLI にご参加ください。
　第二に、今年度の RI のテーマ「ロータリー
を実践し、みんなに豊かな人生を（原文：
Engage Rotary, Change Lives）」です。
　皆さんはこのテーマを聞いた時、どのような
ことを考えましたか？私はこのテーマを聞い
た時、RI の戦略計画が頭に浮かびました。地
区協議会の際にも書きましたが、「ロータリー
の本質」を英語で述べている中で、ロータリ
アンを「inspired individuals who translate 

their passions into relevant social causes 
to change lives in communities（RI 日本語
訳：地域の人々の生活を改善したいという情
熱を社会に役立つ活動に注いでいる献身的な
人々）」と言っているのです。
　「ロータリアンの本質」に、ずばり「Change 
Lives」という表現があるのです。ですから今
年度のテーマを実行するかしないかは、正に「単
なる会員か、真のロータリアンか」ということ
になるのです。
　RI 会 長 の 今 月 の メ ッ セ ー ジ に は 何 度 も

「Change Lives」の表現が出てきます。
　①“……, we can change people’s lives 
for the better,”（人々の暮らしをより良くす
ることができる）　②“……, and how their 
Rotary service can change lives.”（ロータ
リーの奉仕がどれだけ多くの人生を豊かにし
ているか）　③“We change the lives of the 
people who need us.”（私たちを必要とする
人々の人生を私たちは変えます）　④“……. 
And along the way, our lives are changed 
as well.”（同じように、私たちの人生も変わ
ります）
　③と④の文章は文脈的につながっています。

「私たちを必要とする人々の人生を私たちは変
えます。……同じように、私たちの人生も変わ
ります。」日本の諺と同じですね。即ち、「情け
は人のためならず」です。
　「人々の生活を変える」ことは容易ではあり
ません。ましてや海外の人々となると英語の苦
手な日本人には取り組み易いものではありませ
ん。しかし、RI の長期戦略、未来の夢計画の
目指すところ、そして今年度の RI 会長のテー
マを理解すれば、「出来ない」とばかり言って
いるわけにはいきません。我々日本人には難し
いことかもしれませんが、真のロータリアンに
なるために、今年度のテーマ「ロータリーを実
践し、みんなに豊かな人生を（原文：Engage 
Rotary, Change Lives）」を実践していきま
しょう。

地区研修リーダー　　岩渕　均　（浦和RC）
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第104回リスボン国際大会報告

　国際大会の本会議は 2013 年６月 23 日（日）
～26日（水）にリスボン市内のアトランティコ・
パビリオンで開催されました。そして 2770 地
区のガバナー・ナイト（田中德尚ガバナーご苦
労さま会、渡邊和良ガバナーエレクト激励会）
は大会前日の６月 22 日にリスボン市内のホテ
ルで開催されました。参加者は田中作次 RI 会
長、アメリカの 5340 地区と他の地区より 20
名程と 2770 地区より 300 名のロータリアン
に参加を頂き盛大に開催されました。内容とし
て恒例になっている挨拶は、ガバナーの大役を
間もなく終わられる田中德尚ガバナーの謝辞と、
これから大役を務められる渡邊和良ガバナーエ
レクトの少し緊張した挨拶の後に、特別に参加
頂いた田中作次 RI 会長と 2013 － 15 年度 RI
理事を務められる北清治 RI 理事エレクトのお
二人から挨拶があり、その後パーティーが始ま
り、参加者の交流や北清治 RI 理事エレクトの
誕生祝い、ファドの演奏等があって和やかに行
われました。
　そして翌日の 23 日に大会の開会本会議が、
2013 年リスボン国際大会エド・フタ委員長の
開会宣言および歓迎の辞によって４日間の大会

が始まりました。
　その後、200 に及ぶロータリー参加国の国
旗の入場と紹介があり、最後の国旗が田中作
次 RI 会長出身の日本国旗の入場でした。入場
と共に国家「君が代」の曲が流れ、日本から参
加の皆さんが斉唱され歌が会場全体にいきわた
り、その雰囲気に私の胸も熱くなりました。又
その後ロータリー旗の入場時には、ロータリー
公式の賛歌ベートーベンの「エグモント序曲」
の演奏がながれ、会場全体が感動にあふれまし
た。国旗入場後に田中作次 RI 会長のご家族紹
介と、会長より歓迎の挨拶と RI テーマ「奉仕
を通じて平和を」についての取り組み等につい
て、英語でスピーチされました。
　最後に、リスボン国際大会推進委員として
皆様のご支援により国際大会に 2770 地区よ
り 390 名の登録を頂き有り難う御座いました。
国際大会全体で 19,885 名、日本全体で 2,420
名の登録です。よって 2770 地区の登録実績
は国際ロータリーに充分誇れる実績と思いま
す。2770 地区のロータリアンの皆さん、ロー
タリークラブの推進委員の皆さんに感謝いたし
ます。

リスボン国際大会推進委員　　井橋　吉一　（越谷RC）
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